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 当センターの年に一度の大イベント「わいわい祭り

2018」を9月8日（土）に開催しました。この夏、異常

発生していた台風にあたる事もなく、少々不穏な雲が見

え隠れしているのが気になるものの、当日は夏らしい青

空が広がるお祭り日和でした。 

今年度はこれまでと趣向を変え、各部署ごとにアイディ

アを出した企画・運営を行い、地域の方々や団体との交

流を大切にしながらセンター全体で新しいわいわい祭り

を作っていきました。 

 当日はお目見えしていませんが、わいわい祭りの目玉

である花火に欠かせない事前準備の草刈りには今年から

3匹の山羊さんも協力してくれました。 

夕方のグラウンドイベントが始まるころから小雨がパラ

つき始めましたがフィナーレを飾るナイアガラまで無事

終える事が出来ました。 

 今回の参加者は、入所・通所のご家族が192名、一般

来場者は552名と多くの方にお越しいただきました。た

くさんの方に興味をもってご参加いただけたことを大変

嬉しく思います。また、島田療育センターを守る会様を

はじめ、当日の運営にご協力くださった皆様、飲食物や

景品などご協賛をくださった皆様にはこの場を借りてお

礼申し上げます。 

（わいわい祭り実行委員 中野 智子） 

 今年は夏の異常気象で 7月から東京でも 40℃超えの

酷暑でした。また、台風、地震により被害に遭われた方々

に心よりお見舞い申し上げます。さて島田療育センター

全体行事のわいわい祭りが9月8日に開催されました。

今年は特定の部署が旗振りをするのではなく、各部署で

企画運営を行い協力し合う「みんなが主役！」のお祭り

にしました。そしてたくさんの方にご協力頂き無事に終

了することが出来ました。これからの事業運営も同じ

で、各部署が自ら企画、運営、協力し合ってセンター建

て替えという大きな目標に向かって島

田療育センターを盛り上げていきま

す。立場上、厳しいお話しをする事も

ありますが、気持ちは一緒です。みん

なで協力し合い、利用者様には過ごし

やすい環境を、職員にとっては働きや

すい環境を目指します。 事務部次長 

森久保 真由美 

和太鼓演奏「りんぐ～輪～」の皆様には、
迫力ある演奏をご披露いただきました。 

途中でナイアガラの滝が落ちてしまった
ものの、すかさず2つ目のナイアガラの
滝が登場。フィナーレを飾りました。 

受付付近にはフードドライブを設置し、
フードバンク団体や福祉施設等に寄付す
る活動に協力しました。 

島田療育センターを守る会の皆様には、
ゲームコーナーを中心に各ブースの運営
にご協力いただきました。 

厚生棟はフードコートとして、たくさん
の屋台や販売ブースが並びました。 

デイケアセンターでは工房ジャルデニエ
ールの皆様による喫茶やくじ引きを行い
ました。 

次のページにも続きます！ 
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外来エリアでは、医務部職員による島田
版キッザニアが行われ、お医者さん体験
やゲームを楽しめました。 

ちんどん屋の皆さんは、各所を練り歩い
てお祭りを盛り上げてくださいました。 

多摩スマイル吹奏楽団の皆さんは、馴染
みのある曲を演奏して楽しませてくださ
いました。 

病棟の天井に映し出された巨大な海の生
き物たちは、エプソンゆめ水族園の皆さ
んによる演出です。 

ほっとステーションは、活動中に作った
作品の展示や販売を行いました。 

理学療法室では、ピコピコゲームコー
ナーを開催。プリクラ作成や太鼓の達人
などのゲームを行いました。 

花火イベントの裏方、花火スタッフの様子。
バーナー片手に、次々に点火していきます。 

島田療育センターを守る会の方による
ワークショップでは、オリジナルの消し
ゴムスタンプを作れました。 

デジリハのブースでは、壁に投影したデ
ジタルアートを触れるとそれが動き出す
という体験ができました。 

わいわい祭り2018当日の様子 

 
期間：平成29年4月1日 
    ～平成30年3月31日 

単位：千円 

中央冷凍産業様によるパンダの氷の彫刻。
これ以外に、氷の中におもちゃを入れて凍
らせたものもあり、子どもたちに大人気。 

TAMAハワイアンフラの皆様には、 
病棟でフラダンスを披露していただきま
した。 

今年初登場の着ぐるみ「ロボスケ」君は、
子どもたちに大人気！ボランティアの方
も一緒にハイ、ポーズ！ 

科　　目 本部 多摩 はちおうじ 合計

サービス活動内収益 22,044 4,065,777 600,534 4,688,355

サービス活動外収益 7 15,747 1,314 17,068

サービス活動内費用 13,545 3,865,520 555,570 4,434,635

サービス活動外費用 120 1,039 0 1,159

経常利益 8,386 214,965 46,278 269,629

当期利益 -192,166 409,533 48,616 265,983
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 8 月 7 日（火）午後、『シルベスタ・ベル・クワイア』

の皆様をお迎えしました。今回は、療育部ほっとステー

ション A 室でのミニコンサートとして開催しました。 

 当日は、音楽グループ 8 名の利用者様と各病棟から 1

～ 2 名の利用者様さまを招待して、臨場感のある楽しい

コンサートになりました。代表で指揮者の菅野真子先生

の楽しい曲目紹介と進行で、会場内は笑顔でいっぱいで

した。素敵なトーンチャイム演奏 7 曲を、のんびり・ゆっ

たり鑑賞することができました。 

（編集委員 高橋 節夫） 

7 月 29 日（日）午後、音楽ボランティアネットワーク

『音種♪』の皆様をお迎えし、都立多摩桜の丘学園の本人

講座を開催しました。前半は、沖縄の歌とギターでしっと

りとした雰囲気に、後半は 9 名のコーラス隊によるゴス

ペルで、リズムに合わせて楽器を鳴らしたり、ボーカルの

方の合図に合わせて一緒に歌ったりしました。 『音種♪』

の皆様とのセッションに、とても楽しそうな表情をされ

ている利用者の皆様がとても印象的でした。当日は、病棟

内でもお楽しみいただけるよう映像ライブ中継を行い、

多くの皆様にこの素敵な音楽をお届けすることができま

した。 （都立多摩桜の丘学園 島田分教室 森亮子） 

 7月26日(木)～27日(金)、8月9日(木)～10日(金)

にデイケアセンターの毎年恒例行事である青年部宿泊会

が行われました。 

 一日目の午後は、サザエさんをテーマにクイズや

DVD鑑賞と幼児部の職員によるお芝居にみんな大喜び

でした。また、夕方には昔懐かしい割りばし鉄砲で、山

本リンダの「狙いうち」をBGMに、的当て大会で盛り

上がりました。 

 二日目は、制作活動で「キラキラドーム」を作りまし

た。スノードームの夏バージョンで、ボトルの中はマリ

ンスノーが降り注ぎ、奇麗な海の世界を表す作品とな

り、あちこちから感嘆の声が上がっていました。みんな

で作った作品で、ご家族にもひと時の涼をお伝えできれ

ばよいと思います。 

（介護福祉士 小林 尚美 / 児童指導員 栗山 安治） 

8 月 26 日（日）午後、厚生棟研修室に『ベルブ・ブラ

スバンド』の皆様をお迎えしました。今回も、小学生から

社会人までのメンバー構成で、元気に楽しく会場を盛り

上げていただきました。 

若いメンバーが司会、曲目紹介を担当し、先輩メンバー

が演奏をしっかり担当していました。ライブ中継用のカ

メラで、各病棟の利用者様に声をかけていただき、みんな

大喜びでした。ダンスパフォーマンスも最高でした。 

（編集委員 高橋 節夫） 
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平成30年8月～平成30年9月 

種別 人数 種別 人数 

看護師 18名 理学療法士 1名 

保育士 9名 作業療法士 1名 

医師（EEP) 9名 心理判定員 8名 

※介護等体験実習の数は含みません 

夏の思い出 

心理科講習会 
子どもに寄り添う、行動の見方と関わり方 

～やってみようペアレントトレーニング～ 

日時 平成30年11月6日(火) 

対象 3～6歳のお子さんの保護者 

定員 10名 

費用 無料 

詳細はホームページをご参照ください。 

 

公式Facebookで発信中！ 

イベント情報、サービスのご案内、ブログ

の更新情報などを公式Facebookから発

信しています。旬な情報をどうぞお見逃し

なく！ 

元気な里芋の葉 成長した大葉 朝顔のカーテン 

 8 月 4 日 (土)に東京医業保険組合の「バレーボール大

会」があり、島田療育センターの女子バレー部がなんと準

優勝しました！ 

スマートフォンの
方はこちら 

 平成30年7月21日(土)に島田セミナーが開催され、

地域の小児科開業医の先生や児童精神科の先生をはじ

め、地域の支援者約60名の方にご参加頂きました。当

センターから、児童精神科科長の野村健介先生が「食わ

ず嫌いに効く！神経発達症のプライマリケアのコツ」と

題してクリニックで可能な診察のコツをわかりやすくお

話しくださいました。 

 続いて、みくりキッズクリニック院長の

本田真美先生から「地域クリニックで支え

る障害児医療」と題してご講演頂き、ご自

身のクリニックでのイルカセラピーを含め

た既存の概念にとらわれない支援活動につ

いてご紹介頂きました。子供たちのために地域に根ざし

た医療姿勢に感化され、新たな決意で仕事に向きあおう

と感じた素敵なセミナーでした。 

（小児科 高橋 美智） 


